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第１回 京都府域渋滞対策協議会 

京都府域における交通課題等の情報提供・共有 
（カルテ作成について） 

資料４-２  



１．「渋滞要因の分析」、「対策の検討」の流れ 

○主要渋滞箇所に対して、主要渋滞箇所台帳作成（以下、カルテ）を作成し、渋滞要因の分析と対策メニューの
検討を行い、カルテを更新管理することで、進捗状況の管理を行います。 
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主要渋滞箇所の現地状況の確認（カルテの作成等） 

渋滞要因の把握（専門的見地からの検証） 

渋滞対策メニューの検討 

渋滞対策の立案 

渋滞対策の実施 

必要に応じて渋滞対策協議会への対策案の報告 
及び対策に対する意見徴収 

渋滞対策の検討 

渋
滞
要
因
の
分
析 

対
策
の
検
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H22センサス、民間プローブデータ、現地踏
査時の渋滞発生状況等の現状を整理 

現地踏査時の渋滞発生状況を踏まえ、渋
滞要因を整理・検証 

周辺道路管理者や交通管理者等と調整を 
行い、具体的な対策案及び実施可否を検
討。必要に応じて、対策メニューを追記・更
新。 

協議会にて検討結果を報告し、「エリア」「区
間」「箇所」の渋滞要因・対策のとりまとめ 

更
新
・管
理 

※各プロセスにおいてカルテに情報を反映し、更新・管理する。 



３ 

２.カルテの構成：様式１（基礎情報の整理） 

○交通量や渋滞損失、流入方向別の速度の経年変化など、交差点情報を整理 
○現地踏査をもとに、各流入方向ごとの現示、渋滞発生状況を整理 

現地踏査に基づき、
車線運用や渋滞発生
状況を整理 

民間プローブデータ
を用いて渋滞状況の
経年変化を整理 

道路交通センサス等
に基づき、渋滞状況
を整理 

現地踏査に基づき、
信号現示を整理 



３ 

３.カルテの構成：様式２（要因の分析） 

○現地踏査により、渋滞発生要因を各流入方向ごとに整理 
○短期的な対策、中長期的な対策が策定済みの場合には図面や対策内容を整理 

現地踏査により流入
方向別に渋滞発生要
因を整理 

短期・中長期別に対
策図を作成し、対策
内容を整理 



３ 

４.カルテ作成進捗状況 

○国交省管理の主要渋滞箇所（78箇所）に対して、カルテを作成済み。 
○今後、国交省管理以外（76箇所）のカルテを作成し、要因（案）の分析、対策メニュー（案）の検討を進める。 

管轄 数量 作成状況 

国土交
通省 

京都国道事務所 ７２ 作成済み 

福知山河川国道事務所 ６ 作成済み 

京都府 １８ 作成予定 

京都市 ５８ 作成予定 

基礎情報の整理、入力は京都国道事務所で実施し、要因分析、対策検討にあたっては、各主体の
協力を要請する。 

主要渋滞箇所の管轄とカルテ作成状況 


